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シュアイ ターの DerWaldga,iger 

の 的構造について一一

ー す 国 陥

じめに

エルンスト ・ ペルトこ9 ムは、彼の処女論文 SIlヽdit’9l2Iヽ AdaII'‘’9 •I SItflrr.5 

'Ot'rllrm、.,rl991Ik(l907)のなかでシ..1ティフターの自然描”iについて触れ，

が数々の作品の舞台として好んで森をとりあげ，そこを離れること l

た，, と述ぺているが， その稀な例として、 店山へのK昇と平地への

なわち，ただ疫だけ奥深いr5山の氷iiiJ世界に分！

て Bergkristall(1853)なる作品を残し，ここでは「抑制された不安の背

m HintcrJ?rund von vcrlrnhcner Ang::,t)としての自然を描 lヽ てお

り，そして渡ばかり挽界というものをもたない平地へ降りたって，アフリ

る Abdias(18'-13)とハンガリーのフスタ（大京原） fP 

台とする Brigitta(l 8tl4) を生み育て，これらにおいては「より深い人間

心刑の諸問題の象徴的な背i;’・' （ ~ J (ein symboliseher Hintcrgrund hinter den 

lischen Problemen) としての（］然を描いていろ ．というのであ

る。店山へのl:．昇と平地への下降が，tr.なる外的世界の拡大というより l....'

しろ内面世界への新たな旅であろとする，このすぐれて詩的な．しかもシ

ュプィフターの自然描1.；の本質に迫るペルトラムの指摘は．）くいに伯聴すぺ

であろう。しかし，シュティフターが(I然との係わりにおいて人間のより

い問図を取り扱ったのは ，つねに森の外であったのだろうか。 l)i,• 

・la/>J>e mehws Ur・gro fivalers (1841), D,~,· H,x~hwald ( 18•12) . /Jer 

bmhrielmle’l.ihmli9lg (1845) ， I、)、9,． WuldsI •ヽig (1845). I)、9,．w叫 lgi.i11gt'.I

(1847), Prokopus (1848), l)、？,・iValdb,・unnl'lr (l866) 等はtヽ ずれも森を

台にした作品であるが，程度の必こそあれ， これらも やはり各々内面世界

への旅の記録であることに変わりはない。なかでも 1847年雑誌 Irisに掲載

た I如• 'Waldg初gけは， J:人公たちに子供がないゆえに離婚にまで

るというその内容の特殊性から，当時公よされていた他の諸作、品が
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Studienに収録されたのに対し， Prokopusとともに，初期から中期にかけ

ての作品であるにもかかわらず，ヨハネス ・アプレントの手になる Spate

Erziihlungenのなかに組み込まれ，後期作品と並存することになった。こ

うした特殊事情からも明らかなように，当時のこの作品に対する批評もあま

り好ましいものとは言えなかった。しかし，この事火が作品それ自体の価値

を低めるものではなく，シュティフターはこのような世評に一喜一憂するど

ころか，むしろこれを突き放している様子すら窺われる。「弟がわたしに土

いて寄こした手紙によれば， Der Humoristがわたしに反撃を加えたそう

ですね。 〔・・・…〕おそらく DerW aldgangerのせいでしょう。わたしはまず

第一店を読みました。自分がより高貴であることを示しながら，しかし袖珍

本に見られる苦悩あるいはそれに類するものに媚を呈するのではなく ，むし・

ろ表面にあらわさない，この人間の深い，真面目な，男らしい孤独がこのな

かに潜んでいます」と。

この作品に関するこれまでの研究情況については， 1970年の Zeitschrift

fur deutsche Philologieに連載されたヘルベルト ・ザイドラーのシュティフ

ター研究史に詳しいが，ヴァイス論文やカドゥルノスカ論文の冒頭でも総括

的に述べられている。

ところで，この作品は戦後になって漸く本格的に論じられることになる

が，その先鞭をつけたのはヴァルター ・レームの StiftersErziihlung,,Der 

Waldgiinger" als Dichtung der Reue (1955) である。ここでレームは，

物語の核心をなす尋常でない行為，すなわち女主人公コローナの離婚宣言

に，子供のなかった作家シュティフター自身が観念の世界において敢行した

罪ある行為を読みとり ，そこからすべての問題を解き明かそうとしている。

作品全体を貫く基調は否定的，下降的な流れであり ，それが作品の構成の面

にもあらわれている点を指摘するとともに，登場人物たちの情熱が克服され

なかったことからくる悲劇的性格をこの作品に認め，彼らの心を支配してい

る孤独の影に焦点を合わせて，執拗なまでに彼らの悔恨の情を強調している。

ただし第一章 Waldwasserの解釈において，すぺての形象，すぺてのモティ

ーフを否定的にとらえるという極端な解釈に走りすぎたきらいがあり ，この
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点はその後ザイドラー論文やヴァイス論文によって修I［された。

でにレーム論文によって指摘されはしたけれども，その本別に係わるよ

り詳細な論究かなされぬまま等閑に付されてきたこの作品の構成 1：の特沢件

とその意味を問うたのは，ザイド ラーの Dlekun.sl des AuJbul(．ヽ IllSt,J-

ter.、．`.Wald他9I即 r"(1969) である。この論文は徹底した作品の内｛f;解釈に

依拠する点て，方法論的には先のレーム論文と全く別の方向をとっている。こ

の作r~1fi＼の構成は時間の経過に従うのではなく ， むしろ逆に最も近い過山を第

.t;tに，そしてそこから第芯tで最も辿い過上に遡り，短かい最終咽にひき

つがれる。シュティフクー自らも語っているように ，＇蔽終邸が第• ． ．序を解明

するというこの構成 l：の特殊性をとらえて，ザイト Jーは外面から内[{iiへの

直すなわら周1用の世界から人間の外的形姿を経てその内面世界へがる追を

明らかにするとともに，叙述方法の 1--．では詳細な枯’j'I/から爪純簡明な記辿に

，きる経過をもUJ］らかにしている。さらに彼はモティーフ群の考察から ， dぃ

fli（⑱nd(: Was心 rに Wald と Hauヽ を対散させることによって，流'fjとイ

易，流転とfl.i常という文、］概念がこの作r'11'rにおいて見liに形象化され，作｛泊全

体に緊張を •J ・｝えて l ヽる点も指摘して L ヽる

ヴァイス論文 AdullwrlbllJur• I)（, Wuldgii99J.!.f'9―. SnIngi/UK(̀ Bul(、

Bildarll 、・ヽ／）9urlu•(1966) はザイドラー論文のあとを受け...,¥..，その構成 ・

l t語形式を論じたものであろか，先の論文を補足し， 一部 il止することとだ

った。第に冒頭の1,_1然描‘Ijにおける構造 Kの意味を明らかにしている す

なわち，そこにあらわれる多様なモティーフ群や種々の汲索は本来の物語の

人物像，筋の股開を先取りしていると lヽ う点である。第 ―こに流れl：り ，とど

アることを知らぬもののg：徴としての川の流れ，変わることなく持続するも

0)の象徴としての森 と家のいずれの楊合にもそのIIhi義性が認められ， それら

の —―ー／］を否定的に ， 他ガを 1'i定的にとらえるだけではイ~ I・分てあること

を）廷[Eして Lヽ る。まにレームとザイドラーの両論文を比較し， 前者が

シュティフ クーのこの作品を彼の他の作hhと区別し， daヽヽanftcGe..,et1の

外に位附すると見て tヽ るのに対して，後者はこの作hれにも dassanf tc 

Gcsetzを続み .J.-ることかできるとしている点を補足的に述べている。

これにつづくのがカドゥルノスカ論又 I)(,Wuldg砂 ば'r. Ei11 ¥'e,ヽl(lh

Zllr srlulcfl-（'91ヽI)．S)＇(lmlogiSl/ll'／I Erf(ISSll 91μ d('r (I1(h lrri.、(lu'II SI l ukl ll9. 

( 1~70 ) である。彼はトーマス ・ マンの l)“Enl．ヽ Irlll(IIg (/r.、I)oklor

l9.uu⑬ s (19 )のなかのシュティフクーに関する又詔を掲げて登場し，こ

(55) 
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の作品の第一章をシュティフター個人の体験と実作との絡み合いから分析す

ることによって，その構造の創作心理的な理解をめざしている。彼によれ

ば，この作品の自然描写によって担われた長い導入部が依然として作家シ

ュティフターの個人的な体験によって色濃く特徴づけられており，彼がこの

作品を書き進んでゆくうちに漸くこの体験から解放され，大部分が彼の個人

的な体験に基づいているにもかかわらず，次第に本来のテーマに接近してい

る，というのである。

以上われわれはこの作品の今日までの研究情況についておおよその展望を

終えたわけであるが，この作品に関する限りあらゆる研究方法が試みられ，そ

の全貌はすでに解明された観がある。したがってそのような事情を知りつつ

この作品を新たにとりあげて論じることは，屋上屋を架するようにも思われ

る。しかし本論では，以上の研究成果を踏まえて，敢えてこの作品の第一章に

見られる語り手の問題ならびに自然描写の問題をとりあげ，その多層的な構

造を両面から明らかにすることによって，この作品が彼独自の様式を確立す

るにいたる過渡期の産物であることを示したい。その意味において，概ねヴ

ァイス論文およびカドゥルノスカ論文に負うところ大であるが，これらの論

文において必ずしも明確にされなかった若干の問題もとりあげて検討した

し‘
゜

nu 

この物語の第一章 Waldwasserは，語り手が上部オーストリアの風景

を描写することから始める彼自身の回想の部分と，その回想世界に浮上して

くる主人公 Waldgangerの森の徘徊の部分から成り立っている。ケーテ ・

ハンブルガーがその著 DieLogik der Dichtung (1957) において， Der 

Hochwald冒頭の描写をとりあげて「叙事的虚構」 (die epische Fiktion) 
1 0 

の問題を明らかにしたが，この作品についてみれば，叙事的虚構の世界が確

立されるのは主人公の登場する後半部からということになり，それまでの語

り手の回想によって担われた前半部は，作家シュティフターの顔が見え隠れ

する自伝的色彩の強い前提部分ということができよう。しかし仔細に検討す

れば，事情はそれほど簡単ではない。ここで第一章の冒頭から，語り手の視

点を顧慮しながら物語の筋を辿ってみよう。

(56) 
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¥．＿1頭の風屎描行は， manを主語とする文笞とイヽ．定関係代名詞 wer

衣によって紐ーされ，一般紐者を物語の世界に案内する祁入部

割を果している。それをうけて次節では，語り手が自らの体験を

kh-Formではなく， Er-Formで股開する。この部分の特徴は時称の11ま

ぐるしい変化である。現在形と過去形が jet'/:tと (lamalsとlヽ う時の副詢を

I 

としての

り (1)．現在完了形と過去完了形との交淡によって締めくくら

1る (2)。そしてその間に，若き日の語り手の眼を迎して眺められた上部

ぅースト リアの自然が過去時称によって描かれるとともに，今ここにある語

り手の視点から現在形によってその地誌的説明が付される。時として，l1) 

の例で見られたような， ―-文のなかに若き i)の語り手の視、（ほと祝化の語り手

の視点がfri]居する場合も認められる (3)。

(1) Es ~ ~ viele, vit、1cJa hrc, cla i (hr V{•rlh 、‘‘er cl i応 (:rZClleǹ 

der戸 cin Mann ~ auf cinem JencrふIeidep11nkt(：ヽ land w(） 

; ｀ ‘  
das Auge be.idc Tc1le, diじ heit<'rer1 herrlicl1en Gebirgslancbchaften 

und Jen infochcrcn unht、（lcutenderenGegenclen un叩t~res、 Vaterland心

mat cinem Male iiherschaucn kann. Er w_ar damals t:in Jiingling mit 
一lll ―

turrnendern Herzen und vnll fliegendcr Hnffnungen. J~tzt 叩Ind dic 

WUnscllC In das伽 lciscclcsM;•)gl1(••Ilt:n /．uriickg心 hrt und wagen d:i 

noch nicht an die fiu~ereu und fernerC'n Griinzcn 1.u langcn: ~ 
.. - ■  

早 csgar keiIlc Grtii19.ml,U.nd、'（,nrlem Fernen uncl Unerreichbarcn 

wurde nur ~ dap. es nicht noch fcrncr uncl rwch u 11-
I I 

erre,chbarer ist 

(2) Wie、四 seitjenen Jahren ::tileゞ anders~! Jed心 Ungehcure

und Au~crordentliche, welche!, sich in der Zukunft de~ ¥Vandcrers 
、．．．

vorgesp1cgelt hatte, wrir n1cht cingc!ret<~~1. j叫（ぉ (.I(‘ ¥ヽ'r1hnlichc, W:tヽ

r von 

gekommen 

Dennoch 

gebliehen. 

den Blick 

ist 

．．．〕

1hm 

und seinern Leben fernc lwltcn wnllte. war 

die Gegend un111er l i c l) u nd teucr 

...〕 Esist so Mannigfoltigcs empor gelllucht, wt•nn e 

m die V 
． 

ergangenhe.it richtetc, und er h叫心即rnじ

und mil Liebe zu den Erinnerungen semer rciferen Mannesjalir 

(57) 
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て：つの視点の使い分けをfill-,1 

1でもなお，tこと えば次に化げろ

の視点が，いつの間にかおさ l]の臣り fの視点のなかへfえ人すること t

る。

Er bl,(,h diec Narl1'l In l1.＇＂7..Am 091dcr91ToドPMorimens wa9'all 
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mer ヽ,·1t~cier zuriickkehrt(-、 uncl
I 4 

verge~~en w1rd. (f線は：E者）
daヽ er

...  
111じ.. 111e 1n :-emem Le枷n

しあにり過去時称で夭候のCとが描‘r}される八途巾祝(E形にとってか

つられ，「北西方角の山上にあって，ふだんはtヽ ・）も非常に親しげに（リン...... 
ツの）町を見おろしている ：教会し ..V)~i__ -_ (j)ことが説明される。そして...... 
それらの塔はいずれも 「gかの頭I1Ĵ r , -‘‘‘キ．．」という一節でもって，，，，≫

たたび過去形にもどっている。ところが，ここに現在充了形が突如として芍

を出す。これより以前li 一 部の山がちなミュール地Jjの汰の/(9は，すてに...... 
の地方全体に拡がっ-ヽ ：．と過去完f形で描’11-されて lヽ るのであるか

,'ぷ来ならはての箇所にも ，同じく過去完了形が予想されて％然であろ

う。これは，過去の19柄を現在の視点にひき寄せて捉えようとしに叙述形式

に他ならず，換ふすれば．語り手がこれまで保持していに___:つの視点の使い

分けを忘れ，過去の11柄をあたかも現任のこととして追体験して lヽ るかのと

とき印象を読者に与える叙述形式である。次に注意をひくのが，この例の最

“の箇所に用いられた未来形である。それまでは過上形によって支百しされて

いるだけに際、1．った一節になっているが，ここで問題になるのは，カドゥ｝＇
I 5 

ノスカも指摘しているように，経返して使用されている副詞咄の(f在で

る。この強い否定の副誦 nieが未来形と結びつくことによって，fiJ:後の

節は，芳き Hの語り手に屈する1.i柄であるというよりは，むしろ今ここに

る語り手の，ひいてはその背後に控える作家シュティ―ノクーの独白であ

る，と見倣すことができよう。しにがってこの場合も ，折角 Ich.Formで

はなく Er-Formを駆使して、語られる対象との間に距離をとろうとしなが

＇，｀語り手[1らがこつの視点を混Ir-.Jjするという自己和行に陥っている。ここ

では crが使用されながら，その火 1chと，読まざるを｛かな lヽ のだから。

このあと漸く「屯謁で邪気のない麻ゆく老人の姿」 (dit_： tnnl-（）rmigc. 

harmlos9? （；,：slalt(lcs Waklg:ing(?rs)が詔り手の厠糾の世界の深みから坪K

し，過去時称で主人公の簡索にして流行迎れの身なり ，そしてし、ついl！れ：t..:．

っている「裸足で無釦の少年」 (cincn lwrrn f1 igen. bar ha uptigen Kn、1加n)

のことが紹介される。この場面からいよいよ虚構の世界が巡行するかに兄え

る。しかし登場人物たらは未だ動きをボさない。それにつづく節では過去時

示がrl'jえ，ふたたび現(E形にもどっている。その後数J.'iに吐って，ポヘミフ'

の森とそこを流れるモルダウの自然風 Kおよびそこに住まう人にらの生活が

(59) 
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詳細に描，，j.される。先の風娯描写と決定的に異なる点は，この場面では現在

形が変わることなく貫徹され， トイフェルスマウア (Teufel~mauer) の伝説

が過去形で語られる以外は他の時称の割り込む余地かほとんどないというこ

とである。語り手は安定した視点を獲得し，自己の体験世界から一定の距離

をとって冷静に布を進めている。そしてこの詳細な描ぢの理由を二度も説明

する余裕すら見せている。「われわれの目標がそれを必要とするので，われ
6 

われは多少とも永くこの地方のポ物にとどまらねばならない」，あるいは 「わ

れわれはわれわれの言葉によってキー ンベルクとトイフェルスマウアのあた

りにこんなにも永くとどま ったのは，ここか森行く老人と知りあった場所で

あり，彼？；かくも永くその上地の住民のもとでくらした場所であるからに他

ならない」と。その後ふたたび語り手の回想の世界に生きている主人公が今

度は蝶の蒐集家として登場する。ここに至って漸く虚構の世界が始まる。し

かしここでもなお，一般化の徴表である wirが頻繁に用いられ，語り手自身

が頻をのぞかせている。

では一体これほどまでに複雑に入り組んだ物語形式はそもそも何を意味す

るのであろうか。それを解く鍵をカドゥルノ
I 8 

スカはシュティフターの帰郷に

求めている。 1845年夏，彼は妻を伴って（翌年には単独で）帰郷し，生地

オーバープラン (Oberplan)のみならず，今は亡きかつての恋人の町フリート

ベルク (Friedberg) をも訪ねることによって，彼は過去の体験の数々を一

挙に蘇らせ，彼にとって安らきであると ともに運命でもあった自然を全身で
I 9 

感じとったと思われる。その後lHちにこの作品にとりかかったために，彼は

疇から得たこの強烈な印象を完全に払拭できなかった。そのために過去と

現在がないまぜになって取われる前半部では，物語の筋は遅々として進ま

ず，どこから虚構の世界か始まるのかも定かでないという結果を招いた。

ところでこの体験がいかに根深いものであったかについては，次の＝点を

指摘するだけで十分に納得されるであろう。そのひとつは第一京において実

際の地名が頻繁に使用されていることである。いつもば「真軍にこれを避ける

煩向の存ったシュティフターだけに，このような現象に読者は‘切惑せざるを

得ない。いまひとつは山番の少年の形姿が，他ならぬ少年シュティフターを

闊彿させることである。彼の最晩年に短かい断片ながらきわめて以軍なスケ

ッチ風の自叙伝が残されているか，そのなかに次のような一•節かある。 「は
るか背後の空虚な無のなかに，歓喜と洸惚のようなものかあった。それは強

引にとらえて，ほとんど破壊的にわたしの存在のなかに迫ってきた。そして

(60) 
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こしのその後の人生において，それに比すぺきものはもはや{nJひとつなか

た。はっきりと記節された特徴は．それが邪やかなものであったこと． H眩＜

のであったこと， FJjにあったことである。このことは非常に辿い行のこと

”7こにちがいない。なぜなら，わたしにはまるで荘い無の冊がその1屯物
のまわりをとりまいているように思われたから。それからまた別のものがあ

かにわたしの内部に汲返するのであった。その特

たということであろ。それからわたしば何か風のて

ののなかで泳いでいた。わたしはあちらこちらへ涼うた。わたしの

なってくるものがあった。わたしは酔ったもiiij；；、
? I 

n]ひとつ{f:{£しなくなっね」明確なことは何ら出

内

9

,

 

≫

1

 

ヵ

うに．これはオ半のシュティフタ

＇，折しも始ま った復活祭の俄式を合剛隊粘

って定ftさせたものであ

いてなお鮮明に記tgされていた厭初的，根椋的な体砂

に1i物の諸関連を盆別できる少年の眼を通して眺めら

の海に色とりどりに光りぷllく旗神父の占

t, トランヘ・ノトやティンハニーの

,.0• ヽしゞ• ,,'

り

へ：アの野

したり，

(., Burgen, 

，っ｝・レく人flりや動

ngelein. bornisch Haiclel") と

みればそれらがすぺてシ

ヴァルツI,:ソハ (Schwarzhach)に行くと、i・ったり ．水ぎれをつなぎあわ

ぽ<,シュパルッパソハをつくって lヽ ろんだ．／l （．, Ich mach 
2J 

hwarzbach!“)と、iってみたりする少年シュティフクーの姿は．ほぼその
24 

の形で物語のなかに定布された。

以J-．の分折の結果をまとめると次のようになる。

（の前半部と後半部において．語られる対象（すなわちここでl

叫り町）身の回想の世界であるが）に対する語り和乃距離のとりJjがUt

なっているということである。前半部では話り手の体験（それはこのut

合シュティフクーn身の体験とも合致する）が現在と過去との間で揺れ動

，そのことがぷ徹底な物語限疫にあらわれたのに対して、後半部でl

Itijじく [tIl想世界に係わる対象が安走した視点のもと9Cliiられており ．it;

り手の物語態度に余裕すら窺える。

2,． しかし第祁が全体として第こ • 第三序と決定的に区別される、9,'、llo.. 

(6] 
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それか依然として語り手の同想世界，体験世界から脱し切れていないと

いうことである。実際の地名が全般に亘って使用されているのは第一章

に限られ，シュティフター自身の幼児体験がほとんど生まの形で登場して

いるのも第一章に限られている。以上のことからみて語り手が虚構の世

界を元全に確立し得ているとはいい難い。

III 

Wenn v(）り unヽerem wunderschonen Lande ob der Enns die Rede i!:>t, 

und man die Herrlichkeiten prei!:>t, in welche es gleichsam wie em 

J11wel gefap l i!:,l, ~o hat man gewohnlich jene Gebirgslandschaften vor 

Augen, in denen der Felヽ luftblau empor ~trebt, die grunen Wasser 

rauヽchen und der dunkle Blick der Seen liegt: wer ~ie einmal gekannt 

und geliebt hat, der denkt ~ an !:,ie zuruck, und ihr heitere 

Bild mit dem duftigen Dammern und dem funkelnden Glanzen steht ~ 

der Heiterkeit eヽinerSeele — aber es gibt auch andere, unbedeuten-

dere, gleichsam schwermt"ttig ~chone Teile, die angelegen sind, die den 

Beヽucher nicht rufen, ihn selten sehen, und wenn er kommt, ・ ihm 

gcrne wei~en, wa~ im Umkrei~e ihrer Beヽitzungenliegt: wer iヽeeinmal 

gekannt und geliebt hat, der denkt ~、~ a n s i e z u ruck, 

wie an ein beヽcheidcneヽ liebe!:,Weib, daヽ ihm gestorben ist, dm, me 

~nie geheiヽcht, und ihm alleヽ gegebenhat_:!（下線は箪者）

この物語の第崎f:111源の節である。まず気づくことといえば， ドナウ河

を挟んでその11Itl形に拡がる風娯の対比である。睛れやかな阻性の風上ともの

悲しげな陰性の風 I：との対比である。次にこの一節では，―/つの対照的な風

以か人間心狸との類比において捉えられている点である。すなわち，自然の

風以かfriJ時に心象風以になっている。前者の風娯を知り ，これを愛したもの

は，森ふとと i［ここれを111I想するのであり，後者の風娯を知り ，これを愛し．．．．．．．．．． 
たものは，甘文な悲しみとともにこれを追怯するのである。第三に語り手は

いずれの風娯にも深い愛梢を小しているか，後者の風屎により一層心を頼け

ている、［はである。蚊後に付加された「謙虚で愛すべき妻」の誓えが，如実に

(62) 
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1;,,.のことを

の
---

して

"C)の問穎について -1. iしておさ t.:lヽ。 Wirk、’Ilel、~

でヴォルフガング ・プブイゼングンツは， シュプイ

つわる誤解と偏見を指摘している。この論文は短かい

咀時からfl:I Jされ・こ“く般近 W、,grdn• Forsrluヽ9lgの第 4.l
と6

'‘'“I R“‘‘”‘‘•91 clm• ErzahlkuIISIにも収められた。これに

Der I{、ヽ99l09•isI の糾者の品解も当時としてはそれほど珍らし t ヽこと

ではなく．かの{i名なシ 1.ティフクー批判の先鋒であったヘ ・ノペルは彼の(1

の{£bli品涸ぺに見たてたし． 1i')、主義の代表的作家ケうーもシ

ィフクーシトロスナ ・I'lルスホフのfl然描‘げを柏ドにあげ．それらか

しも効果的には人間1.i象に関辿づけられていないという否定的な兄解を

つまり約らの眼には會 シ —_l ティ 7 クーの (1然描＇りがそれ 1、1 体と

いるように映ったわけである。

、ノは， 文学における i1然描”iをllや史的に眺めt,―

.“l 1”’• MaIthisヽ）IIs（かdicl,te(1794) とジャン ・ハウルの

¥'orsrllulr do• A.stlrlik (180.1)かとりわけ画期的な労作であるとして tヽる。

？
 

る

. tこ・ . .. 

のうイト

n 

な[1然描'lJ.は認められな tヽが、この'll頭

ィーフとして成能している点を見逃

1こおいて，心を布してl

かにして泣的で

なlヽ(1然の総体が対g!とされる

り得るかを問lヽ．それに(1ら答え

的採作によって人間の自然に変え

、9のために．．つの方法を且j．＜してし‘

として(i然を描くことであり 、いまひとつはFl'

とである ，と。とくに前者のJj法に関辿して．

いにだして汲朋している。つ

によって知虹し得るものにf’

の場合にもこのことか

な現象と人間の心の動さ，心の状態とのll加）9C ．種の類比が成り‘

が1の内的ilf

換えており．ちょうど

るとしている。

いうのである。

の論旨は，フライゼングンツも指摘している

)'の｝ん本的な考えに合致するものであろう。

してみるこの考えは，ジャン ・ハウル

こまれたことは否定できなl・o ', Iこ

3
 

うに．浪i必1嘩の11然描

Ilりの磋↑1りや気分をfWl__,_ 

じてシ .Lティフクーの初期fI

してその名残りは，それが・般化
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の領向によって和らげられているが，たとえば DerW aldgangerの冒頭の自

然描写にも認められたのである。しかし初期作品と比較するとき，その相違

は歴然としている。

Lange sah er einigen Johanniskafern zu, die wie leuchtende Funken 

langsam herumirrend, durch die dunkeln Haselbiische schwammen, 

und jetzt aus der Dunkelheit hervorglanzten, dem Auge voriiber zogen, 

und jetzt in die Finsterni~ zuriickschwanden. 

Noch lange hafteten seine Augen auf den schwarzen Fleck, wo da 

letzte dieser lebenden Lichter sich hinter den Gebiischen verlor: da 

Laub des Waldes blieb finster und schwarz:、,Sowird auch dein Leben 

ausloschen, und niemand wird fragen, ob Julius war.亀、 Bei diesen 

Gedanken ward sein Herz traurig und es ward finster in seiner Seele, 

denn er war einer, den eine seltsame Verkniipfung von Begebenheiten 

seiner Kindheit sowohl Eltern, als Freunde und Heimath raubte, so 

zwar, _d_a~ er jetzt weder wei~, woher er kamm, noch, wohin er 
30 

gehore. 

公表されなかった最初の作品，その意味では真の処女作ともいうべき

Juliusからの抜粋である。ここでは自然描写と人間の内面世界とは深く係

わりをもち，前半の螢がとびかう場面と後半の主人公ユーリウスの心の状態

との間には呼応の関係，類比の関係が認められる。それのみならず，闇夜か

らあらわれてはふたたび間夜に梢えてゆく点滅する光の群れは，両親も友人

も故郷も失なった根無し草としての主人公，「自分がどこから来たのかも知

らなければ，どこに帰属するかも知らない」主人公に彼の来し方行く末を考

えるように促し，彼の心全体を暗い間と化してしまう。ここにおいて外と内

とは完全に溶けあい一体となっている。われわれは，前半の螢の場面がシラ

ーのいう「象徴的操作」によって描写さ れていることを確認したわけであ

る。 Juliusのみならず，他の初期作品のなかには，以上のような例を比較

的容易に見いだすことができるであろう。

ジャン・ハウルの Vorschuleder Asthl'tikにおいても音楽的な自然描写，

すなわち人間の心の動きと自然現象との間に類比の関係を成立させるような

自然描写のことが語られて
3 1 

いる。人間感情の動きや状態に関連させることな

•~ ュ●
●

(64) 
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く自然をいかに巧みに描いても ，それは孤立しに部分部分の羅列であって，

作品全体のなかに1i機的に組み込まれることはな lヽ 。もっとも音楽的描窮と

いっても ，音楽そのもののととく直接耳に訴えるわけではないから，ここで

会画のように眼に訴えるこ とも 1iij時に考！（はされねばならない。ジャン ・パウ

ルはこのことに関連して「音楽的な比咽 I ( mu~ikali~che Meth a phern)を

和り「視党的な〔比喩〕J (opti!-rh(.、 Methaphcrn・]) に具体化する 方法を
32 

1是ぷしている。もともと風屎画家として出発したシュティフターがその初期作

品にこのような「視党的lt喩J（別の箇所では 「彫刑的」 (plastiさch) とし、う語に

；在き換えられてしヽる）を採用したことは想像に難〈なし、。また別の箇所では風屈

描がにつし、て J•及され、 古代人たちの描く l釦；しはよ l) 彫例り(lりであるのに対して、
33 

現（近）代人たちの描〈 l乱策はより秤楽的であるとも語られてしる。もっとも彼

;、ゲーテの WeHherにおけるごとく ｀いずiLの要索も包含し、 「二屯見かつ
34 

こir(ll{＼としてあらゆる時代を通じて；；i［さわたり ．押さわたってし、る」ような作品

のあることも品めている

(1) Ein Gcfiihl dcr tiefsten Einsamkcit iilicrkam midi jedeヽmal un・

~1eglich, so oft und gernc ich uヽ dem mfirchcnhaften ~c(・

hinaufsticg_ Tuch ohne ein einzige Falte liegt er 

wcich ハvischcn elem lwrtcn Geklippe, g心 iumt'wm einem clichtt'n 

Fichtenbande, dunkel und ernst, darnus nwnch einzclncr Urstamm 

den astelosen Schaft ernpurstreckt, • wic eirw einz（・Inc ant1k<' 

fiule ． 

Oft entstand mir c1r1 und derselhe Gc>clanke, w<・nn ich an diescn 

心 t;1<len sap, als se1 es~ claヽ mich bier 

nnschc — tief schwarz —ii bcrragt von dcr Stirne and Braue dcr 

Felscn, gesi:iumt von der Wimpcr clunkier T anncn - drinn daヽ Was
3 5― 

er rcgungslos, wic ci~. (f線は箪者）

(2) 1st nuch ein Was:,er, abcr cin frcundlichcs, n:imlich ~ ;ヽ 

Durch die lufthlauen Waldriicken 

noch gliinzendcr, licgt es geklc:mmt in den Talwinclungcn, weithin 

ichtbar. erst ein Lichtfoclcn, clann ein flattcrncl 8_,~ncl, und cncllich '--•—,-,.. ——-
urn die Wi>lbung 

E
 

(65) 
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geヽchlungen - dann, bevor ~ie neuerdings schwarze Tannen-und 

麟 renwurzeln netzt, 旦巴!!!_sie auf Augenblicke in ein lichtes Tai 

hervor, da~ wie ein zartlich Auge aufgeschlagen ist in dem ringsum 

trauernde Walde~dunkel - es匹皇 dem wandernden Waldwasser 

gaヽtliche Felder entgegen, und griine Wiesen, und a uf einer der-

.~elben, ~~ auf einem Samtkissen, einen kleinen Ort mit dem 

cヽhonenNamen Friedberg. - Von da, nach kurzem Glanze, schie~t 

daヽ Wellensilberwieder in die Schatten erst des Jesuiterwaldes, dann 

de~ Kien berge~, und 翌~d endlich durch die Schlucht der 

Teufelsmauer ver5chlungen.（下線は筆者）

(:-!) Die Moldau, welche den 迅chonen, gri.inen Wiesen~aurn benetzt, 

der anヽteigend oben das wei~e Schulhau~ und die Kirche von Fried-

berg zeigt、壁 von da eine kleine Strecke einerseits an Fledern, 

andere応eit~ an W心 n担!:_S bis ~ie zuerst an ihrern linken Ufer von 

Fohrenwald ernpfangen wird, an dern sie hin~treicht, dann auch an 

dern rechten, gegen we le hes der d ichte von Fi ch ten und Tannen 

汎rotzende Je~uiterwald herabgeht — nur da~ noch an rnanchen 

Stellen ein winzig kleines, graues Waldhauschen klebt, welches rnei-

~tens von Holzヽchlagern bewohnt iヽt. Von da geht die Moldau bi,-

zu der Cisterziensera btei Hohenf urth durch einige Wegstunden fa~t 

ununterhrochen durch Wald, der an dern rechten Ufer fast un-

auヽgesetzt ganz dieht und beinahe cヽhwarz gegen das Wasser her-

eingeht, und fur den erヽtenAnblick undurchdringlich und unwegsarn 
.1 7 

erヽcheintL...」 （ド線は^ E者）

比喩的表視の宝hliともいえる DerH ochwaldの導入部からの抜粋である

(1) の白然描‘liには，明らかにジャン ・ハウルの彩響を諒みとることがで

きる。何よりもまず， 11J能な限りの比喩的表現（「占代建築の円柱のように」

あるいは「石化した涙のように」 といった 111喩 〔Gleichnis〕，「厳

ひとつなく広げられた布」といった熙喩 〔Metapher〕はもとより，

「異様な自然のIIU」,「岩壁の額と眉」あるいは「黒い縦の睫」とい った擬

人的な表現にいたるまで）を駆使して，ボヘミアの森の自然を活き活き

(66) 
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と映像化し，証者の眼前に供しようとする作者の、意図が窺われる。それとlriJ

時に，語り手の内面棋界の反映としての自然も見逃すことはできない。語り

二の「極めて深い孤独感_,が，イ＜気味なまでにli'fIかな森の湖と呼応してい

る。したがってこの例では 「視党的」 ないし 「彫即的 J)自然と「音楽的

自然が一体となって lヽ ることが確認される Dtr Waldgangfrの第一へ布に

おける自然描芍と比較してみるとき，その異lri]はかなり明瞭てある。いずれ

の場合にも ，現実の舞台が語り手の心に深く沈狛した体験世界として描‘liさ

れていることである。しかし，前者においてはこの例でも明らかなように，

kh-Formが支配的であるのに対して，後者においてはれ「9 の問題＼応を内包

しながらも 、 Er-Formが貫徹されている。これは話り手の体験世界に対す

る距離のとり方の違いと見てよいであろう。また比喩的表現について汀え

ば、前者では過剰とも思える比喩の羅列が日につき ，それ(I体独立した(I然

描吋が支程的であるのに対して，後者では比喩による対象の視党化や具体化

は抑制され，内面世界の反映としての自然も ，すでに述べたように，冒頭の

節にその名残りをとどめるにすぎない。

では IJo• Wuldgangけの自然描‘.I..iにお lヽ ては何が支配的であるのか。こ

こで上掲の (2) と (3' の例を比較することによ—て， このことを明らか

にしに tヽ。 (2) は I)erH()(lncaldから， （3) は DerWaldgangerから

抜粋した自然描'liである iヽ，いずれもモルグウの流れの地誌的説明である。

(l)の例に見られたような比喩的表現には， 2)の例においても事欠かだ

い。川面が「一筋の光の糸」であったり ，Iゆらめく術」であったり ，「銀色

の幅広いペルト」になったりしているのがその好例といえよう。それに対し

て (3) の例ではそうしたよ視は皆無といってよい。崩やかな形容詞は彩を

ひそめ，「白液 りの校舎」，「灰色の森の家々 ；が日につく程度である。これ

とともに，動詞のJfl法についても相迎点が認めら れる。 (2 においては

liegt に始まり quillt... hPrvor, triigl, schie~t を経て 、ヽ 1 rd ... vcr-

chlungenで終わっているように，ひとつとして1nlじ動詞がJi]いられていか

い。 nI能な限りモルクウの流れをふ行しようとする忍図が明賄である。とこ

ろが (3) では geht... fort. hem bg<:ht, geht, hereingcht とLヽ うふうに

すぺて gehenで統-` されている。このような様式化についズて，ここで詳細

に論じることはできないが，ヴァイスも述ぺているように，これは決してシ

ティフクーの創作能力の低下を邸味するものではなく ，新にな創造への人・

胆な、試みとして狸解すぺさであろう。 IJrr Waldgungrrでは漸 くその端紹

(G7) 
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についたばかりであるが，晩年になれば seinや gehenなどの基本的な動

詞によって物語の大筋が展開していくという徹底的な様式化が行なわれるこ

とになる。このような様式化の根底にあるのは，シュティフターの事物に忠

実な観察とそれを言語化しようとする意志である。もっとも，これを屯なる

客観的描写と規定するのは適当でないだろう。ここでは主体と係わりのない

純客観的な自然描写が問題ではなく，あくまでも語り手なり登場人物なりに

よって知覚され，確認され，体験される世界としての自然か重要視されてい

る。主体との係わりを保ちつつ，ポ物の要求に従って描写された自然であ

る。このような自然描写が確立されるとき，自然は自ら内面世界の感情や気

分を映す鏡であることをやめる。「しかしこの自律的な自然は，決して単な

る枠組のままにとどまらないし，自律的な自然事象や自然現象の描写が作家
3 9 

シュティフターの本来の意図であることは稀である」と述ぺているプライゼ

ンダンツの言葉に耳を煩けるべきであろう。この物語の第一章に具体例を求

めて，ここで自律的な自然事象，自然現象といわれている事柄の内容を仔細

に検討してみたい。

IV 

l)天候

シュティフターの作品において，それがどのような仕方で描写されるにせ

よ，天候のもつ意味は少なくない。天候の異変が筋の展開に決定的な彩幽を

与えるというよりは，むしろそれが象徴の領域にまで高められていると いう

ことが，彼の天候描写の特徴といってよい（たとえば Abdiasゃ Kalkstein

の落雷や雷雨， Katzensilberの降雹， Bergkristallの降雪）。この物語で

は先ほどのドナウ両罪に拡がる風娯描弓につづいて語り手の回想形式で，微

妙な天候の変化が語られる。秋から冬への，成熟から枯渇への移り変わりを

眼前にして，夢と情熱を内に秘めながらも一種の哀愁にかられた語り手の若

き日の旅立ちの場而である。芙わしい，明るい秋の日々が今まさに後退し，

これまでの天候が一変しようとしている。

Uber dem ganzen Miihlkreise [.. l stand schon eine dunkelgraue 

Wolkendecke, deren einzelne Teile auf ihrer Uberwo~ 

：： 

：： 

(68) 
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in zartere~ Hlau 

ldchcn bereits ihr 

Duster hem b、varicn. , 1e Ill elem ausgedorrten Grau der Felder 

Ic dunkclblau n la匹 n. hi:. gn nz zur虹kcler nod1 clunklere und 

nd d ：恥 hmc-rwaldess1cl1 mil elem Grau cler ¥Volkcn 

ul dem、viirmcrenTie伽 nde, <las gegen Mittag ist, m1scht、’ -

und auf dem 

,durch 

urtel des f!lnnzenden Hochgebirges cler Alpen, 

m Rancle I)(？ヽchlosゞenw1rd. la!! noch der hclle. leuchtendヽ≫

北岸ではホヘ iアの森にいたるまで 「賠灰色の孟の傘」におおわ

f•げている。それに対してドナウ ltii作の思み数

，なお 9 明るい輝く固光」が照り映え．「晩秋の陀うつな冷i

かにみえる。すでに見たti'頭のドナウ両岸の

の対比が，今 ・f的別の角度から，語り手の過去の視点から再現される。

かしここで石過されてならないのは．点明にすぎるほどの公の描巧であ

る。シコティフクーが石の秤作のみならず公の刊作を残していることをわれ

る。また光と色彩の微妙に融合した絵画 Wrstu9lgm•isrlu•

LandsrhaJt (l841) や Molldlu9ldsrlulftmit hmu0/ktnll llimm、•/ (um 1850) 

いることも知っている。時々刻々その姿かたちを変える公に脊せる

, '"Id''-l•-•J v'II，，， C とどめている石に宥せる愛府とともに彼の心のなか ． 

にI"J居していた1t実は，はなはだ躾味深いことである。それはともかくとし

て，このドナウ北i；速をおおう：取の規象は，語り Fのfn]想の世界にImしな力

ら，それ自体として一点の伍りもない眼で観察され，描'liされている。全{;

ろ色渕は灰色である。しかしその灰色のなかからけ色がのぞいてし

る。灰色の公の命はアーチをなしてそのI派1部と Fl叩部に分かれ，前者のJti

色に対して後者の廿色が証者に印象づけられる。また灰色の旧畑と賠行色の

群小の森が対比される。あるいはまた空全体をおおう灰色の公とU新'i色の、

アの森が対比される。これらの対比がlltに画家シュティフ I:.

に限定されるなら，すでに総り返し指摘しているように，この島合も 1ヽ．I

il！的なfl然が枠組のなかにおさまり，それ[19本で独立した「1然描'!jとなろ

う。しかし甜人シ ィフクーの意図l

（ 

っと別のところにあっに。先に述
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べたように季節は秋から冬に向かっている。語 り手は今まさに郷土を離れ，

大都会に旅立とうとしている。 「たぎる心をもち，飛翔する希望にあふれた
4 I 

若者」の眼に映る自然の現象である。語り手は，今ではその当時を振り返る

年令に達しており ，彼が抱いていた「それらの願望はことととく可能性のレ
4 2 

ールに収まっている」のである。彼が思い描いていた法外なもの，尋常でな

いものは実現されず，自己の魂や生活から遠ざけていた尋常なものが生起し

たのである。ここにわれわれが語り手の人生の挫折を読みとることは容易で

あろう。青色を垣間見せる灰色の雲は，他ならぬ語り手のその後の運命を予

示するものであり ，同時に彼の性格ないしは内に秘めた＇ 情熱を暗示するもの

でもある。 ドナウ北岸の彼の故郷の地に暗雲がたれこめ，南岸には小春日和

が支配していることもまた，かなわぬ願い，手の届かぬ目標を象徴している

かのようである。

この特色ある自然現象の描写については，どういうわけかこれまでどの研

究者も問題にしていない。しかし次に述べる蛾の前翅と後翅の象徴的表現と

関連づけるとき，この雲のアーチの描写はより一層明確になるであろう。たし
4 3 

かにヴァイスは天候の描写に着眼し，とりわけその異変を問題にした。春を

思わせる晩秋の小春日和こ そは，ゲオルクとコローナとの間に成立した束の

間の幸福を意味するものであり，季節が冬へ向かうように，やがて彼らの結

婚生活も離婚という暗礁に乗りあげると説明される。また語り手や山番の少

年の旅立ちも 晩秋なら，主人公の森ゆく老人が沌えうせたのも晩秋である こ

とから，この作品を支配する否定的な側面を強調している。ヴ ァイスの意図

は，とくに第一章とそれにつづく第二 • 第三章との関連性を解明することに

あった。したがって個々の具体的な人間事象を可能な限り自然描写と関連づ

けようとするあまり，たとえばトイフェルスマウアの伝説をも若い主人公

たちの虚しい営為に結びつけたりしており，少しうがち過ぎた解釈に陥って
4 4 

いるように思われる。

2)蝶

ヴァイスによって初めてその重要性が指摘された蝶の場面は，先の天候の

例が語り手との関連において論じられたのに対して，主人公との関連におい

て考察されねばならない。

[... J Die Kinder und viele Landleute geben in jener Gegend den 
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た語り FにとってF．人公である老人の心V ル J；；小,....... ” 
の対象であった。それまで彼の視界に人っていたのは淡然としたkti

の世界であり，校(‘.1螺と黄蝶ですぺてが尽くされていた。 I.：地の大人たちの

る知識もこれを出るものではなかった。太い胴体，¢hilぶいEの密4

つ蛾は．蝶の仲間から除外されていた。ところカ

名FI！されていたのである。それらの蛾の特徴が詳細に描行されて

ている。まずftt1すべき、点は，この螺や蛾の椋本がf・供の

1ているということであろ。したがってここには，hり物学

客観性は｛釘在しな lヽ。 r・供たちはど人の採本を兄廿

，従来の彼らの経験を佗JEし，燈吹しつつ新しい世界

朋な’li物の世界は，U祉見や先人兄あるいは狭htな考

れている。しかし認識行為としての(I然観’’

ルを倒ぐと11.iJ時に，観察者に物それ1‘:l｛本の曲

うに促すのである。

時

この

0, 

うことに

る。

は，このような不透明なヴ

求に従って思考し，行為する

の

え

7.1 
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次に問題になるのは詳細な蛾の描写である。蛾のもつ意味はこの場合かな

り明瞭である。目立たない灰色に包まれた不恰好な蛾の姿は，まず単調にし

てEI吃たないドナウ北岸の風景を想起させる。さらに，最初単調で邪気のな

い人物として読者に紹介された主人公の姿にも，その外見上通じるものがあ

る。しかしこれはあくまでも外見であって，そこにのみ注目する限り，子供

たちと同様に偏見と誤謬を免れることはできない。普段は垂れ下がっている

翅を拡げるとき，蛾は漸くその美しさを発揮する。外から見れば灰色一色

で，どこかもの悲しさを感じさせる陰うつな前翅の裏には，燃えるような艶

やかな色彩が隠されている。この巧みな事物の描写によって主人公の内に秘

められた梢熱，創造的精神をも暗に示していることはいうまでもない。先の

認識行為としての自然観察との関係において述べるなら，次のように総括す

ることもできよう。 ドナウ南岸の睛れやかで壮麗な山岳風景にも比すべき蝶

しか知らなかった幼年時代の語り手が，老人の標本を通じて蛾の世界をも知

らされたように，単調で邪気のない人物として語り手の眼に映っていた主人

公の本質が，語り手自身か人生体験を積んだ段階で漸く知らされ，物語の第

旦存および第三章へと受け継がれてゆく。仮象から本質へ，外面から内面へ

物語が進行していることについては，すでにレーム論文やザイドラー論文が

明確にしているところであるが，この蝶の描写の場面からもその事実は窺い
l 6 

知れよう。

今一度，以上の分析をふまえて双方の自然描写を比較してみよう。この物

語冒頭のドナウ両岸に拡がる風景の対比がいずれの自然描写にも関連づけら

れており，この対比はいわば物語の第一京においてライトモティーフとして

機能しているように思われる。晩秋の天候はドナウ南岸に小春日和を， ドナ

ウ北岸に母天をもたらし，その雲問からは微かに青空がのぞいている。また

トナウ南岸を思わせる蝶は f供たちの眼にとまり， ドナウ北岸のととき灰色

の蛾は一顧だにされず厭われていたが，その後翅には美しい色が隈されてい

る。いずれもその象徴的な操作によって，それ自体としては市物に即した客

観的な描',J.でありながら，物語の語り手なり主人公なりの本質，内面世界を

それとなくぷしている。つまり自然現象や自然事象が孤立して描かれるので

はなく， tこえず物語全体のなかに組み込まれ，ここに登場する人物たちに関

連づけられているのである。自律的な自然は，それ自体として存在しなが

ら，それ自体を超えている。自然の現象は観察され，描写される。自然の事

(72) 

~, 

．．
 

C

鳴

"• 

9..、

.． 
t-:,:螂

'. l•CL 

鬱

： 



ンュアィ 7クーの I),,,・w、lldgti1lg,．，． ← -73 

［心れ．記述される。しかしそれらが決してfl己H的に終わるのでi

間との係わりにおいてなされていることを見逃してはなり

叫．饂輝のn然描‘)J.の主流であった人間の感

としてのI1然は忍められないわれわれはシ 1ティフクーのI諄、
を

t
 

ニつ

に1

どめていることic,..,

この物語を辿して確認することができた。も

底されるまでにばなおしばらくの歳月が彼

のfi然枯内にわずかに初期作品の名残りを

；ーでに指摘したところである。

．究史的に位骰づければどのようになるであろうか。フ

ヒ ・ゼングレは，彼の膨大な朽古； Biedo•99Iヽ'in·29'it の第． ，こ

て，この時代の自然描万の細向について＆及し，「ピーゲーマ

内部世界と外部世界とを密接に結びつけている詩人t.:

こより大きな独ヽt性を賦与している詩人たちも存在

このようなn然描冗の相対立する：つの似Ih]が共存し

ー

ち

ンツの

かって，擬人化された岨はや内面世界の1れ接

にそれらから解放されたf1然，プライゼン

.• • f,•[;Hiぷにとって代わられる趨勢にあった。シュ

ティフクーの場合も，
ー・［もこのようなガl:I]を辿っていることが確品された。

しかしより iji要なことは，
すでに：つの具体例で検1：正したように，経験的世

·• uJ視的世界の徹底した観察と描巧力，
: Ii-ij時にそれを超えた象徴の領域9こ

ィ匹のられている点であり，このことをこ
こで,nねて強濶したい。客観的

邁！徴的及現になり得るというこの緊販こそは、シュテ 4イ
フil

の作品の秘密を解さ明カ
≫す而粘な鎚のひとつであるように思われる。

おわりに

以 l：でこの作品の第 ぃ~ ,
ぷア 語り手のIli]凶および(1然描＇I;の問題からひと

が彼独[1の芸術的池戊に,;l]かって歩み出した

”したわけであるが，i立後に彼が召玖
血伍Irl. t•印ゆ敬多く残し

に点について， 佃 iltにふれておきたし •o
彼にとってn然は， ~Jjでは｝」？閻鋭のととく 一駆＇瞬瞬変化しながらその

な硲を見せてくれるとともに，他Jj
では永遠に変わることのない存在で

(73 
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あった。 Kalksteinの田舎司祭は，彼の任地である荒涼とした風景を前に

して，「この地方は神様のお創りになったままの姿をとどめている。〔•••〕そ
4 9 

してときとして世界中の他のどの地方よりも美しいことがある」と語ってい

る。実際この作品でも，その舞台は外見上目立たない単調な自然であった

し，そこに登場する人物もそのような性格を備えていた。しかしそのいずれ

においても，一瞬内部に光る美しさを垣間見ることができた。結局のとこ

ろ，作品の登場人物たちがどのような舞台に置かれようとも，彼らと彼らを

とりまく周囲の世界とは，シュティフターの芸術上の卓越した操作である象

徴的表現によって関連づけられ，そのことによってはじめて舞台となる風景

も意味をもってくるのである。

とはいえ，彼が他の土地では決して与えられなかったであろう安らぎをお

ぼえたのは森であり，繰り返し作品の舞台として選んだのも森であった。そ

こに描かれた下草の少ない，樅や山毛欅の生い茂った森の自然に対する彼の

異常な愛着は，おそらくそこを故郷として住んだことのある人間でなければ

理解できない性質のものであるかも知れない。われわれは，彼が幾度かボヘ

ミアの森の麓にあったローゼンベルクの屋敷へ足を運び，この作品の主人公

のように森をさまよい歩いたこと，村人たちと土地の方言で話したことを知
50 

っている。また数少ない長期旅行を除けば，彼がオーバープランとヴィーン

とリンツによって形成される三角形の域内から外へ出ることはきわめて稀で
5 I 

あったことも知っている。とりわけ，彼が晩年になって作品の舞台を専ら故

郷の森に求めるようになり，後期物語群のみならず， Witiko (1867) や

Die Letzte Mappe （未完）といった大作を生みだしていることは注目に値

する。「オーストリアの鳥は，翼が見えなくなるほど高くは飛ばない。つね
52 

に故郷と結びついたものが，わが国の詩人に全く決定的な特徴を与えている」

というホーフマンスタールの言葉は，間接的にではあるが，この間の事情

を説明してくれている。 もちろんこのことは，シュティフターが単なる郷上

作家であるということを意味するものでは決してない。限定された世界にお

いても，人間の全体は十分に描き得るのであるから。最近になって彼の作品

における文体上の研究が進み，様式化あるいは抽象化の領向が指摘されてい

るが:3作品の舞台の限定という現象も，彼の創作上のこうした煩向と無緑で

ないように思われる。しかしこのことについては，いずれ機会を改めて論じ

たしヽ。
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ペて、Stiftl:r. Aclall)Crt: ()•,,SU99199ulI9, Wo•K, 以ド

von Mnx SII:il. tl &l LmmIZ Adar11・Krnft.Verluk. 

Dar rnstaclt: ¥ Vissenscha f ti 1che Buchgr""ll",.haf t l %0 l ~163 所収の＆I. l : 

EmdhlU1l町 11 m U,-Jassung.1 ( /),~,· /-/心Inuald ヽ 257-358) お trド B1 9: Bunlt 

.iI”’’r. S炉tr £rzal1/ unge,1 (l)、1,.W(Ildgij91gr. s. 369, 46り）とヽrilCr. Adallmrt: 

J,u/ヽus. Eine Erznhlung. Erstausgabe m1ch cler Han<lschrift. Mit t:incr Einfi"1hnmg von 

Franz Huller. Augsl)Urg 1950 Iこよる。

1 氏rtram. Em̀sl: S叫四：：u fld(]lbrrI SI,j̀rrs Nm;r/InIt砂 nik. ［知）rtmund'l !lh 

2 vgl. :Enzmger, Monz : l珈l如•I Stiji,•r im Urtt・il sri11t・1・ Zt>al. [ In:（．入l(？rr

ademie der Wassenschaf ten. Phil. -l list. Klassc. Sitwngsl11--rich1《?,Bel. 25fi ~ Wien 

raz kOIn l968. 5.8sff. ます l)rrllu99U-99.isIの第 284サ (27. N(）wmlmrls、IG)

で，ザイド ’Jノツ {Scidl1t1, Julius 1814 1857)がこの作品における箔術の問題ん

て．それが決してヤ分には根拠づけられていないと非難しているし．まに

ll£mln.nr Zn.lungの

,ionlZ'Gotllicb l7 

の印 入部の

'Wit>n, vor 2 

。“'”ultrl"＂’t,rk 

l. Jannt:r 1847) におtヽて，ザフィール (Saplur,

とラウペ (Laube, Heinrich 180fi -lSS,1) がこの作品

こあげ．これはJ:．部オーストリアとそれに連なる

でもないと手厳しく批判している。

1a,w, an(．；し1:itav Heckena:;t, In: Aclall沈rt Stihers 

以 F
J)er Hurnonst :-,oil m,ch, w1e nwm Hrudcr nm sdm:1ht, ungegriffcn h.ibc:-n L... 
¥Vahr;chcinlid1 wegen des ¥¥'aldgangers. Ich las er~t das lg; Kupitcl, 11ncl glauht•, 

cl 

る

die tide cmste mannliche Einsnmkcit d1 

Prager t¥usgal>e. &I. 17, S. l ~H"i: 

恥 1schencl:inn licgt. dcr 1e1gt. 

da? N hohcr ist, dcr alx・r nicht mit Taschcr1h11chschrncr'l. ()(fer clerglcid1c11 

kokaurt, 

vgl．釦dler, Herl>ert: A必ll"＇•I•SIり”'1.I、.09.srlumg l山5-,197(）. Ir1: Zfelph !KI. 91 

1972), H. 2, S. 268f.; Weiss, Walter: Aclullu~,., Stiji,・,・, I)、9,．WuldgU91go.

.;mngrfug,¥ I如u, /ti/、徊It, Spradw. In: Sp,ad,k1111st uls iv、•llgomlIU9lg.

fur Herbert Seidler. Salzburg I t1GG, S. 311!1 ~ ~i71 (I心． s.3'1!Jff.). 

kadrnoska Frnnz: l)"'• Wuldga,lgrr. Eill v、9, ．51‘‘•I, ZIヽ,..fヽ •JIUIIヽ ’915/’sy(l,、かgisrlu’l/

E,:fi』5SUIIgdodKIIIO'isrluワ, Struktur. In: VASII.O Jg. l!J (l!.170), S. 12り→141) 

l心． s.129(). 

5 Rehm, Walther: S11ft,rrs E,·叫/1ヽ9/g .. I)o• Wulel仰91ル',... uls l)irl’’““g (In• I<ru('． 

n 1st. 
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In: /11terpretat1one11 IV, Deutffhe ErziihlungenでonWieland bu Kafka. Hrsg. von 

F. 1. Schdleme1t. Frankfurt a. M. 1966, S. 218-242 I e1gentl. Symposion 4 

(1955), s. 351 366]. 

6 Seidler, Herllert: Die K叩 tder Aufhaus in Sllfters、、Waldgiinger". In: VASI区）

Jg_ 12 (1963), s. 81 94. 

7 Vgl_ SW Bd. 17, S. 196. 

8 Vgl. Mann, Thoma、:D,.e Ent.)tehung des Doktor Faust四． Amsterdam 1949, 

s. 124． ここでは次のようなパ度を見いだすことができる。 「シュティフターは

飯もユニーク て， 蚊も奥深い， 秘めやかにして最も大胆て，奇妙にも最も感動

させる世界文学t．の物語作家の →人であるか，批評眼をもって究明されることは少

なし、 」

9 この作品にOOして，わか国では米田嵌氏（ 「Stifterの 『森をゆく人』における

Reue-Themaの特殊性」 『独逸文学J（関西人学独逸文学会）第10号 (1964),89 

-111頁）と叩鐵火氏 （「詩人の苫悩の映像としてのシュティフターの物語 『森をさ

まよう老人」について」 ー［竜谷人学論集』第 376り (1964),53-71頁）が時を

Ii iJしくして論じられている。いすれもその探題から窺われるように，この作品のテ

ーマである 「伽恨」の問頌を巾心に据えて，詩人シュティフターの苦悩を読みと

ろうとされている。前者は主としてシュティフターの体験を解き明かすことによっ

て，この竹品の秘密を即解しようとされており，その意味ではカドゥルノスカ論文

に先行するものである。それに対して後者は作品の内在解釈に基づいて詩人の苦悩

を探ろうとされている。

10 Vgl. Hamburger, Kate: Di_e Lo忍 derD,"chtung. Stuttgart 1957, S. 21-114 

{bes. S. 35 -39). 

11 GW  Bd. 9, S. 369. 12 Ebenda, S. 374. 

13 Ebenda, S. 371. 14 Ebenda, S. 373f. 

15 Vgl. Kadrn(）、ka, a. a. 0., S. 134. 

16 GW 図 9, S. 378: Wir m恥 en an d応 em Orte, weil es unser Zweck 

crhciヽcht, em wenig Hinger bei dem Gegenヽtandeverweilen. 

17 Ehenda, S. 384: Wir verweilen darum !>O lange mil unsem Worten in der 

むgencldeヽ Kienbergeヽ undder Teufelヽmauer, weil dies der Ort ist, wo wir den 

Waldgiing<'r k<'nnl'n lernten, und wo er oヽlange unter den Bewohnern gelebt hat. 

18 Vf!;l. K叫rno、ka, a. a. 0., S. 130ff. 19 Vgl_ ebenda, S. 130. 

20 この作品の筍 ＿•'.,'~:で朽い上人公たちの出身地が紹介される場合に，いずれも北卜‘

ィッから南トイツおよびオーストリアヘ来たことは明らかにされるか，慎重に地名

か選ばれている。すなわち架布の地名 Ei、erodeの村が主人公ゲオルクの生地であ
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の4：地は北ドイツというだけでそれ以 Kのことは定かでt

l -

J Adalん曹rls,,frn l4っlh”'“'“lW¢.,•K ヽ99 BrirfrII ‘‘'ul l;)ok‘‘”'‘≫IIInl. Ausvahl urleI Vor 

，ヽonvon K. li. t-rscher. W1e~b.1den 1962, S. 679: Weit wruc-k 111 dem leeren.Nichl 

Wonne undIシllzill•Kcn. cl、 nd. fast vermd1tend 111 

mem ¥¥'函n drnrU?, und dem mcht~ mchr in rncincm kiinhigen Lel>en glich. [), 

•lerkmale, die fe-,t gehahen、wrclcn, SIncl: è‘var Glanz. cs,、町（‘犬wiihl, es war 

unten. Die、 mu~ 迅1r frull gew心 n:-.em. rm『 1st, alヽ llcgc emC 幻hr ‘ヽ•CIte FIn・ 

,tern,ヽ eI← •ヽ,chtヽ um daヽ Dingherurn. D;-inn war etwa、Andercs. das sanft urxl 

lindemd durc h mem Inner('.-, cin_g_ Da、Merkmnl ist: es wnren Kl.inge. I:)ann 

,hぃ；amm,chIn ctヽ‘a、FuchelndC9n, 1ch、chwamrnhm und wider, e~ wurde unmer 

Icher m mI『.dam1wurde 1ch、,・1ctrunken. dnnn war nichts mchr. 

22 VJ?I. G¥¥ 

,var, Uncl 

Kerzen m der 

397. Als cndl1ch sd1011 oiler 汝hn匹ヽ•on den gnnzt:n比rgen

unten m Hohcnfurth die Aufcrstehun_g des llcrm lw._girigen, fiihrt 

tcr enonten, uncl dann der 

d
 

m clas Kloster hinunler, und liep ihn von e111er 

d
 

In da 1ro~ l.1chtcrrneer鳴 daヽ vonVIclrn 

1ngeztmdet wm, hinunter schauen, und Ii咋 ihnd ic F,1hni~ 

hm. dIC、.ondem Lichte ar如clcuchtetwaren und forbig und c;dummernd zu dem 

FN-te m dcr.K1H・he hcrum tヽanden. Dann wartcten sic, ht!> die S111nmcn der Pne• 

olkC"S, und auch die ~nnzc Musik cler 

:Kirchc uncl der Schall dcr f c1crhchl'fl Trom区tenund Pauken. 

23 Vgl.Adall”'•I SI旅 rsl4'br’’‘‘'u/ w、’,.k, S." 682. 

24 VRI. GW即． 9, S. 393:.. Wa!> hast du denn wiecier mit dern I lolze gehaut. 

frngt dcr Va ter. 

Hohcnfurth•·, antwortctc dcr Knal>e, der mil den gro和n blriuen Au_gen zu d,•n 

zWCI MUnncm hIrmuf sc.haut-． 

.. lhr 

hen 

Zc1 

funf 

1tzt, und 

WIS幻 n, dap,ch nid1t um~onst frngte", sngte clcr Vntcr 1.11 seuwrn 

dcnn dcr BullC baut lautcr Hohenfurth. Wcnn er !:Stci『1CInCIrl9‘ 

Hohenfurth. wenn er die Hol1.stucke in eme viercck1即 (xlcr

ull zusnmmenbrIngt, •~l es Hohen(urth, wcnn er unten nm Znmw 

m m clcr Niihe 1st, sagt er:, Voter, d. 

u,ht eme Ziegc n.ic:h Hohenf urth, da geht dn 13'xk nach J loheniurth, d;i schwunrnt 

m Holz nad1 Hohenfurth', "; cbendn, S. 395: Ein m1dcr1-:s Mnl, nls Cler 

m dcm Hausd1en wrir, urid I比1cle, er mid dt!r Heger, nし1fd:1 

Verspred in hntten, den Bui氾n,_!inmnl11nd1 f fohenf11r1h zu fi"1hrc11, s11~ 
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derselbe auf der bemalten Kleidertruhe seiner Mutter, hatte ihr Gebetbuch in den 

Handen, und las daraus: Burgen, Nagelein, buntes Haidlein - und andere aben-

teuerliche Worte, die ihm in seiner Einbildungskraft beikamen. 

25 GW  Bd. 9, S. 369. 

26 Vgl. Preisendanz, Wolfgang:広eErzahlfunktion der Naturdarstellung bei, Stif-

ter. In: Wirkendes Wort. Jg. 16 (1966), S. 407-418 [spater in: Landsc加Jtund 

Raum in如 Erzahlkunst. Wege der Forschung_ Bd. 418, Darmstadt 1975, S. 

373-391]. 

27 Vgl. ebenda, S. 408. 

28 Schiller, Friedrich: Samlliche Werke. Sakular-Ausgabe. Bd. 16, S. 257 [Uber 

Matthisso,zs Gedichte]. 

29 Vgl. ebenda, S. 257ff. 

30 Stifter, Adalbert: Julius. Augsburg 1950, S. 11. 

31 Vgl. Paul, Jean: Werke. Bd. 5, M血 chen1963, S. 276-299 (bes. S. 274-292) 

印berden Stil oder die Dars,tellung]. 

32 Ebenda, S. 279. 33 V gl. ebenda, S. 290. 34 Ebenda 

35 GW  Bd. 1, S. 259. 36 Ebenda, S. 260. 37 GW  Bd. 9, S. 378f. 

38 Vgl. Weiss, Walter: Stifters Reduktion. In: lnnsbrucker Beitrage zur 

Kulturwissensc加ift. Bd. 15: Germanistische Studien. Hrsg. von J. Erben und E. 

Thurnher. Innsbruck 1969, S. 199 -220．この論文でヴァイスは，シュティフター

の晩年の作品に顕著な領向として抽象化 (Abstraktion) という精神作用を挙げてい

る。そして DieMappe加 inesUrgrof3vatersの三つの稿の冒頭の一節を比較するこ

とによってこのことを実証している。 (Urf assungでは視点が内面世界にあり，時

制は唐突に推移し，極端な語奴が使用されている。自然や人間感情の表現が動的で

抽象化の傾向は見られない。 Studienf assungでは視点が外部世界に移り，語り手は

対象から距離を保ち，極端な語梨は彩をひそめる。自然の動的な表現が内面世界の

反映であることをやめ，抽象化の領向が動詞の用法に認められる。 Letzte Fassung 

ではすべてのボ象が外部から描写され，また動詞の用法も seinと gehenが支配的

となる。）ヴァイスはこの抽象化の領向が晩年に強まっていることを詩人の創作カ

の低下あるいは弛緩とは見ていない。 1i十年代中葉期以降の画家シュティフターの

作品に見られる独創的な抽象表現と関連づけ，ここに積極的な意義を見いだしてい

る。

39 Preisendanz, a. a. 0., S. 416. 

40 GW  Bd. 9, S. 370f. 41 Ebenda, S. 369. 42 Ebenda. 

43 Vgl. Weiヽs, Walter: Adalbert Stifter, 圧 rWaldganger. S. 355£. 
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’いてとらえるぺさであるとされている。第 ・・序の終求近くで「彼は一冊の人、

ってヤち上：ったが．そのぷのあいだには多くの苔が挟みとまれていたJ
In gr( 恥 hrnIIgcnornm(≫"
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る安らきおよび述命と
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している、と解釈しているのはどうであろうか。:i』

’が麻から家に苔をもち紺り ．それをさちんと又し

tこ-,tこ；（I）ic laCulc kamen,hrn auch darauf. 

trage．渾1crecht cヽhonaushre1te und 

i.の

lヽ るにすきず｀怜が虻と対閻させられているとは至ll

解釈に依って，虹を心定まらぬ蕗ち行きのない

ナイ 7クーの．g．図から尼れてtヽ るように思われる。

Ij定的側面をも探ろうとする試みはIFしいとしてだltでf..

，以 i刀．の点は nfiしカ・ tこし•。

7 シngle.FrIaInch.Ij,rdrr99mo・znl. l.:>.?uts（加 l、IIn・““‘’.199I S仰 919/U9Ig5f,̀ld,m(,'lSrlu’99
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Rり"“ngrn,l)arsIcllu9lgsm、IIrl.SIUIIgart 197:I. s. 3l9. 
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たるまで

イフクーの改

えており，

l らっ神秘的にr.~めることによ 止「て ． t ヽなそればか

りこの時代に立ち返ることを求めてt

えた側血と時代に拘束されていた側
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卜ス
ー

・ ン .lプィフクーの作品におl

りられてlヽ る点にふれ，それか

cl1t•,vrnllOl1~chen Ungeht•uer) に陥って t ヽな t ヽひ

0.. s. 300ff. 彼9

アにおけるパロノク以来の dc..c:npt10のに紐かこの

lヽtこことを）ドげてしヽる。彼l

れに象岱文学としてヒ'9ーク

代的にはこの時代の外にあるか，

t_, 

マイア時代を

る炭

に←

る』と述ぺ， ン」ティ←／クーの作品の時代ヽ

:］のいずれを b指摘している。

GW 即 ． 9, S. 60:.. Sir「←(hrヽr ulE(:haillch(' （汎egml(I: ISt. WIC si(• (］olI 

r文haffenlwt, ~... l und 1.uweilen 1,;t s1e -:.eh!JnN nls alle 11ndern in der Welt... 

VRI. Rosenl;erger, Ludwig:，んl“’brrtSl，J， ．ヽ，．‘‘'“Id,•,· I幻)'rri5( J,、~ w、IId. MUrlchcn 
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1967, s. 28 -90. 

51 イタリア旅行 (1857)，三度にわたるカルルスパート旅行 (1865, 1866, 1867) 

がとくに長期旅行として挙げられる。前代の浪漫派の詩人たちゃ若きドイツ派の詩

人たちと比較してみるとき，彼らの多くが大都会を基盤に交友関係を拡げ，縦横に

渡り歩きながら活動したのに対し，シュティフターの場合は一定の場所で孤立した

状態で活動していた （ヴィー ン時代にはある程度都会生活を経験したとしても ）。

このことは，ゴットヘルフやメーリケの場合にもあてはまり，この時代に特有な現

象といってよいであろう。

52 Hofmannsthal, Hugo von: Gesammelte Werke. Bel. 3, Frankfurt a. M. 1952, S. 

337f.: Ein osterreichischer Vogel fliegt nicht so hoch, da~ man nicht das Gefieder 

erkennen konnte. Das stetig Heimatgebundene gibt einen ganz entscheidenden Zug ~n 

der dichterischen Individualitat bei uns. [Osterreich im Spiegel seiner Dichtung 

(1916)] . 

53 Vgl_ Weiss, Walter: Stifters Reduktion; Polheim, Karl Konrad: 応 wirkliche

Wirklichkez・t_ A. Stifters,, Nachkommenschaften" und das Problem seiner 

Kunstanschauung_ In: Untersuchungen zur Literatur als Gesc伍chte. Festschrift fur 

B. v. Wiese. Berlin 1973, S, 385-417. 
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